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勤務校教員の年齢構成を見ると，平成 28 年度は 40 代以上の教員が 85％で，特に 50 代以上が 30％

















（１）平成 28 年度 




























代のメンバー6 名が集まる時間を時間割内に設定することができず，そのため，40 代 2 名と，新採や
若手を含めた教員（20 代 2 名，30 代 2 名）と筆者（40 代），主任（60 代）の 8 名と管理職で再編成す















図 1  フロンティア委員会の作用（筆者作成）。 
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②フロンティア委員会が提案した具体的な活動 
フロンティア委員会では，教員間の教科の垣根を越えた授業見学会を 6 月と 11 月に実施する計画を
立て，企画から運営までを行った。第 1 回は 6 月中旬の 3 日間で行った。前年度の計画では指導案を
作成せずに提案する予定だったが，管理職の意向もあり，指導案を作成して授業を公開することにな
った。勤務校ではこれまで教科内で公開授業を行うこともなかったことから，6 月に公開授業を実施
した教員 13 名（3 割程度）で少なかった。実施した教員はフロンティア委員会のメンバー6 名，各部
主任の教員 5 名，その他 2 名だった。教育実習生が来る時期と重なったこともあるが，教員間には，
指導案作成が負担になり，他の教員の動きを見てから考えようという雰囲気が感じられた。 























































































を推進することができた。またこの委員会は 20 代・30 代・40 代・60 代の異年齢層の教員で構成した
ことから，委員会の中においてもミドル・アップダウン・マネジメントが作用しており，各年齢層の
職能成長につながったと言える。一方で，変革を推進するキーパーソンとなるミドルリーダーの存在


















































http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/025/houkoku/04051201.pdf（2017 年 11 月 28 日採取）。 
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